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Abstract: We report chromosome numbers [2n in bracket, except for Carex bitchuensis] of 30 taxa in 
19 families of endangered plant species in Okayama Prefecture, western Japan, as follows: Pellionia 
radicans (Siebold et Zucc.) Wedd. [52], Silene aprica Turcz. [48], Salicornia europaea L. [18], Adonis 
multiflora Nishikawa et Koji Ito [16], Dichocarpum trachyspermum (Maxim.) W.T.Wang et Hsiao [36], 
Chrysosplenium fragelliferum Fr.Schm. [24], Potentilla centigrana Maxim. [14], P. chinensis Ser. [14], 
P. cryptotaeniae Maxim. [14], P. riparia Murata [14], Rubus yoshinoi Koidz. [14], Geranium yoshinoi 
Makino [28], Vitis amurensis Rupr. var. shiragai (Makino) Ohwi [38], Primula sieboldii E.Morr. [24], 
Limonium tetragonum (Thunb.) A.A.Bullock [16], Veronica undulata Wall. [54], Plantago major L. 
var. japonica (Franch. et Sav.) Miyabe [12], Scabiosa japonica Miq. [16], Artemisia fukudo Makino 
[16], Aster tripolium L. [18], Eupatorium japonicum Thunb. [40], Ixeris chinensis (Thunb.) Nakai 
subsp. strigosa (H.Lév. et Vaniot) Kitam. [32], Paraixeris yoshinoi (Makino) Nakai [10], Iris rossii 
Baker [32], Streptolirion lineare Fukuoka et Kurosaki [10], Arisaema nambae Kitam. [28], Carex 
bitchuensis T.Hoshino et H.Ikeda (n=18), Eleocharis parvula (Roem. et Schult.) Link [10], Bulbo-
phyllum inconspicuum Maxim. [38], and Calanthe discolor Lindl. [40]. The chromosome numbers 
for Silene aprica and Salicornia europaea here are the first records on Japanese specimens.
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はじめに

日本には, 現在約7000種の維管束植物が自生して

いるといわれている. しかし, その中には生育地の破

壊や人間活動による環境の著しい変化を受け, 絶滅

に瀕している種も少なくない. 「改訂・日本の絶滅

のおそれのある野生生物 －レッドデータブック－ 8 

植物 I (維管束植物) (以下, 全国版RDB (2000)と省略)」

(環境庁自然保護局野生生物課, 2000) によると, その

うち1665分類群 (約24％) が絶滅危惧種に指定されて

いる. 岡山県でも2003年に「岡山県版レッドデータブ

ック －絶滅のおそれのある野生生物－(以下, 岡山県

版RDB (2003)と省略)」 (岡山県生活環境部自然環境

課・岡山県環境保全事業団, 2003) が編纂され, 維管

束植物2614分類群のうち565種 (約22％) が絶滅危惧

種とされている. 

絶滅危惧種とされるものは, 分布が限られていた

り, 隔離分布していたりする種が多いことから, それ

ぞれの個体群間の遺伝的交流が限られているものが

多いと考えられる. したがって, そのような種は地域

個体群ごとに遺伝的変異が異なる可能性がある. 染

色体は遺伝子を担っているため, 遺伝的変異が染色

体の基本数や倍数性, 異数性, または核型にあらわれ

ると考えられ, 染色体の倍数性, 異数性, 核型などを

調べることは, 植物の分化や類縁関係を調べる上で

有効であると考えられる (Grant, 1981). 

これまで絶滅危惧種についての染色体の報告は, 

1ヶ所または少数地点のサンプルについての報告が

多く, 分布域全体にわたる染色体の変異について報

告されたものは少ない. 岡山県産の絶滅危惧種につ

いても, 岡山県産の材料にもとづく染色体の報告は

少なく, 岡山県の絶滅危惧植物に関して染色体数の

まとまった報告はない. そこで本研究では, 岡山県に

自生する絶滅危惧植物について, その染色体数を報

告することを目的とした. 

材料と方法

岡山県に自生する, 全国版RDB (2000)または岡山県

版RDB (2003) に記載されている維管束植物19科27属

30種について染色体の観察をおこなった (Table 1). 

染色体の観察は, 野外で採集した植物の若い花序, 

茎頂, 根端, または野外で採取した種子や岡山大学資

源生物科学研究所標本庫に保存されている種子を発

根させたものを用いた. 材料は, 現地または実験室内

で0.002M 8－オキシキノリンで16℃・5時間, あるいは

室温1時間の後4℃・15時間の前処理をし, －20℃の酢

酸アルコール (氷酢酸：99.5％エチルアルコール= 1: 

3) で固定した. 体細胞分裂中期染色体の観察には, 固

定した材料が太く硬い場合は, 水和して60℃の1規定

塩酸に10分間浸し, シッフの試薬で1時間フォイルゲ

ン染色をおこなった後に, 酵素混合液 (2%セルラー

ゼ+2%ペクチナーゼ) で20分間解離した. また, 材料

が細くやわらかい場合は, 常温の1規定塩酸に30分間, 

60℃の1規定塩酸に10分間, 常温の1規定塩酸に15分間

浸し, シッフの試薬で1時間フォイルゲン染色をおこ

なった. その後スライドグラス上で生長点を取り出

し, 1%酢酸オルセインまたは2%ラクトプロピオン酸

オルセインで染色, あるいは酢酸グリセリン (45％酢

酸+グリセリン少量) で封入し, 押しつぶし法により

観察をおこなった. 減数分裂第一分裂中期染色体の

観察には, 材料を水和し,  スライドグラス上で若い

葯から花粉母細胞を取り出し, 1%酢酸オルセインで

染色をおこない, 押しつぶし法で観察した. 

なお, これまで報告された染色体数については, 主

に日本産のものを材料として報告された文献から引

用した. 証拠標本は, 岡山理科大学標本庫 (OKAY) ま

たは岡山大学資源生物科学研究所標本庫 (RIB) に収

蔵した. 

結果と考察

岡山県産絶滅危惧植物19科27属30分類群について, 

染色体数の算定をおこなった (Table 1). 以下に, それ

ぞれの分類群について説明する. 

イラクサ科 Urticaceae

オオサンショウソウ Pellionia radicans (Siebold et 

Zucc.) Wedd.  

2n=52 (Fig. 1A)

山地のやや湿ったところに生える多年生草本で, 本
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Table 1. Taxa examined, collection data and chromosome numbers

Taxon and collection data
2n                     

 (Present study)

2n         

 (Previous report)
イラクサ科　Urticaceae
オオサンショウソウ　Pellionia radicans (Okayama-shi, M. Tsusaka & Y. Kimura 06071399, OKAY) 52 39, 52, 65

ナデシコ科　Caryophyllaceae
ヒメケフシグロ　Silene aprica (Takahashi-shi, T. Enomoto 56611, RIB) 48 48

アカザ科　Chenopodiaceae
アッケシソウ　Salicornia europaea (Asaguchi-shi, H. Ikeda et al. 04061601, OKAY) 18 18

キンポウゲ科　Ranunculaceae
ミチノクフクジュソウ　Adonis multiflora (Takahashi-shi, H. Ikeda et al. 06041208, OKAY) 16 16

トウゴクサバノオ　Dichocarpum trachyspermum (Niimi-shi, Y. Kimura 06032601, OKAY) 36 36

ユキノシタ科　Saxifragaceae
ツルネコノメソウ　Chrysosplenium flagelliferum (Maniwa-shi, H. Ikeda et al. 05050937, OKAY) 24 24

バラ科　Rosaceae
ヒメヘビイチゴ　Potentilla centigrana (Tsuyama-shi, H. Ikeda et al. 06050699, OKAY) 14 14

カワラサイコ　P. chinensis (Okayama-shi, H. Ikeda et al. 06062199, OKAY) 14 14

ミツモトソウ　P. cryptotaeniae (Niimi-shi, M. Tsusaka et al. 05071499, OKAY) 14 14

テリハキンバイ　P. riparia (Kibichuou-cho, M. Tsusaka  06022199, OKAY) 14 14

キビノナワシロイチゴ　Rubus yoshinoi (Takahashi-shi, H. Ohba et al. 03052409, OKAY) 14 14, 21

フウロソウ科　Geraniaceae
ビッチュウフウロ　Geranium yoshinoi (Niimi-shi, Y. Kimura 04082729, OKAY) 28 28

ブドウ科　Vitaceae
シラガブドウ　Vitis amurensis var. shiragai (Takahashi-shi, H. Ikeda et al. 05101899, OKAY) 38 38

サクラソウ科　Primulaceae
サクラソウ　Primula sieboldii (Maniwa-shi, H. Ikeda et al. 05050930, OKAY) 24 24, 36, 48

イソマツ科　Plumbaginaceae
ハマサジ　Limonium tetragonum (Bizen-shi, M. Tsusaka et al. 06040899, OKAY) 16 n=8

ゴマノハグサ科　Scrophulariaceae
カワヂシャ　Veronica undulata (Okayama-shi, H. Ikeda et al. 06062198, OKAY) 54 54

オオバコ科　Plantaginaceae
トウオオバコ　Plantago major var. japonica (Okayama-shi, Y. Kobatake 37211, RIB) 12 12

マツムシソウ科　Dipsacaceae
マツムシソウ　Scabiosa japonica (Maniwa-shi, T. Enomoto 57813, RIB) 16 16

キク科　Asteraceae
フクド　Artemisia fukudo (Bizen-shi, T. Enomoto 15349, RIB) 16 16

ウラギク　Aster tripolium (Asaguchi-shi, H. Ikeda et al. 06062197, OKAY) 18 18

フジバカマ　Eupatorium japonicum (Soja-shi, T. Enomoto et al. 53610, RIB) 40 40

タカサゴソウ　Ixeris chinensis subsp. strigosa (Takahashi-shi, H. Ikeda et al. 03052112, OKAY) 32 24, 32

ナガバヤクシソウ　Paraixeris yoshinoi (Takahashi-shi, H. Ikeda et al. 05101802, OKAY) 10 10

アヤメ科　Iridaceae
エヒメアヤメ　Iris rossii (Kasaoka-shi, H. Ikeda et al. 04041699, OKAY) 32 32

ツユクサ科　Commelinaceae
アオイカズラ　Streptolirion lineare (Takahashi-shi, H. Ikeda et al. 05091899, OKAY) 10 10

サトイモ科　Araceae
タカハシテンナンショウ　Arisaema nambae (Kibichuou-cho, M. Tsusaka 05072699, OKAY) 28 28

カヤツリグサ科　Cyperaceae
ビッチュウヒカゲスゲ　Carex bitchuensis (Takahashi-shi, N. Yamane 5682, OKAY) n=18 36

チャボイ　Eleocharis parvula (Kasaoka-shi, H. Katayama 20181, OKAY) 10 10

ラン科　Orchidaceae
ムギラン　Bulbophyllum inconspicuum (Takahashi-shi, H. Manno 05072699, OKAY) 38 38

エビネ　Calanthe discolor (Okayama-shi, Y. Kimura & M. Ida 04110999, OKAY) 40 40
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Fig. 1. Somatic chromosomes of endangered plant species in Okayama Prefecture (1). A: Pellionia radicans (2n=52). 
B: Salicornia europaea (2n=18). C: Silene aprica (2n=48). D: Dichocarpum trachyspermum (2n=36). E: Chryso-
splenium flagelliferum (2n=24). F: Potentilla centigrana (2n=14). G: P. chinensis (2n=14). H: P. cryptotaeniae 
(2n=14). I: P. riparia (2n=14). J: Rubus yoshinoi (2n=14). K: Geranium yoshinoi (2n=28). Bar=10μm.
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州 (近畿地方以西) から琉球, 中国 (本土, 台湾) に分布

する (佐竹, 1982b). 岡山県版RDB (2003) では「準危急

種」とされている. 染色体数については, x=13を基本

数とする3倍体(2n=39)，4倍体(2n=52)，5倍体(2n=65)の

種内倍数性が知られている(Kanemoto and Naruhashi, 

2003; Kanemoto, 2003)．そのうち4倍体は分布域全域に

みられ，3倍体は奈良県産，山口県産，徳島県産，長

崎県産，宮崎県産のもので，5倍体は徳島県産と宮崎

県産のもので観察されている (Kanemoto 2003)．今回

観察した2n=52は4倍体と考えられる． 

ナデシコ科 Caryophyllaceae

ヒメケフシグロ Silene aprica Turcz. 

2n=48 (Fig. 1C)

主に海岸や砂浜などに生える一年生草本で, 本州 

(中国地方), 九州北部, シベリア, モンゴル, アムール, 

ウスリー, 朝鮮に分布する (北川, 1982a). 岡山県版RDB 

(2003) では「準危急種」とされている. 本種の染色体

数については, Degraeve (1980) によって2n=48が報告さ

れており, 今回の算定と同じであったが, 日本産のも

のとしては今回が初めての報告と考えられる. 

アカザ科 Chenopodiaceae

アッケシソウ　Salicornia europaea L. 

2n=18 (Fig. 1B)

海水の入りこむ海岸の砂地に生える一年生草本

で, 北半球に広く分布し, 国内では北海道, 本州 (宮

城県), 四国に分布する (北川, 1982b) とされるが, 宮

城県では絶滅したと考えられる. 岡山県では, これま

で牛窓町の錦海塩田跡地に生育していることが知

られていたが, これは人為的に種子がまかれたもの

であることが判明している (杉原, 1985). 最近になっ

て寄島干拓地 (浅口市) で生育が確認され, 岡山県版

RDB (2003) では「絶滅危惧種」とされている. また, 

全国版RDB (2000)では「絶滅危惧IB類」とされてい

る. 染色体数は, ヨーロッパ産のものについて, 2n=18 

(Nannfeldt, 1955), 36 (Hambler, 1954) が報告されている. 

今回観察したものは2n=18であり, 日本産のものとし

ては初めての報告と考えられる. 

キンポウゲ科 Ranunculaceae

ミチノクフクジュソウ Adonis multiflora Nishikawa 

et Koji Ito

2n=16 

温帯の落葉樹林下に生える多年生草本で, 本州と九

州, 韓国, 中国に分布する (Nishikawa and Kadota, 2006). 

これまで中国地方にはミチノクフクジュソウは分布

していないとされていた (河野・林, 2004) が, 「広島

県東城町植物誌」 (広島県東城町植物誌編纂委員会, 

2004) やKaneko et al. (2005) は広島県にミチノクフクジ

ュソウが分布することを報告している. 今回採集した

材料も, 外部形態からミチノクフクジュソウと判断さ

れた. ミチノクフクジュソウの染色体数は2n=16 (西川, 

1989; Suda and Herai, 1991) であり, 今回の観察と一致し

た. ミチノクフクジュソウは, 全国版RDB (2000)で「絶

滅危惧II類」とされている. これまで岡山県からはミ

チノクフクジュソウの報告はなく, フクジュソウ (A. 

ramosa Franch.) が「危急種」とされている. しかし, 岡

山県産の「フクジュソウ」はミチノクフクジュソウ

と考えられることから, ミチノクフクジュソウを絶滅

危惧種とすべきと考える. なお, 今回の岡山県産ミチ

ノクフクジュソウの形態と核型については池田ほか 

(2006) で報告している. 

トウゴクサバノオ Dichocarpum trachyspermum 

(Maxim.) W. T. Wang et Hsiao 

2n=36 (Fig. 1D)

山地の適湿なところに生える多年生草本で, 本

州 (宮城県以南), 四国, 九州に分布する (田村・清水, 

1982). 岡山県版RDB (2003) では「危急種」とされて

いる. 染色体数については, Kosuge and Okada (1989) が

京都府と大阪府産のものでn=18, 埼玉県, 香川県, 滋

賀県産のもので2n=36を報告しており, 体細胞染色体

数では今回の結果と一致する. 

ユキノシタ科 Saxifragaceae

ツルネコノメソウ Chrysosplenium fragelliferum Fr. 

Schm. 

2n=24 (Fig. 1E)

落葉広葉樹林下などの沢沿いの水湿地に生える

多年生草本で, 北海道, 本州, 四国, アムール, ウスリ

ー, 樺太, 千島, 朝鮮, 中国 (東北部) に分布する (Wak-

abayashi, 2001). ツルネコノメソウは, 北海道や本州
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中部には多いが, 西日本では少なく, 岡山県版RDB 

(2003) では, 「希少種」とされている. 染色体数は, 

Matsuura and Suto (1935) によって北海道産のものにつ

いて, Funamoto and Tanaka (1988) によって長野県産の

ものについて2n=24が報告されており, 今回の算定と

同じであった. 

バラ科 Rosaceae

ヒメヘビイチゴ Potentilla centigrana Maxim. 

2n=14 (Fig. 1F)

山地の日陰に生える多年生草本で, 北海道から九

州, 朝鮮, 中国, ウスリーに分布する (籾山, 1982). ヒメ

ヘビイチゴは北海道や本州中部には多いが, 中国地

方では少なく, 岡山県で一ヶ所 (池田ほか, 2003), 広島

県で一ヶ所 (池田・吉野, 2005) で知られているのみで

ある. また、池田・吉野 (2005) は, ヒメヘビイチゴは

九州には産しないと述べている. 岡山県版RDB (2003) 

では「絶滅危惧種」とされている. 染色体数について

は, 西川 (2003b) が北海道産のものについて2n=14を報

告しており, 今回の算定と一致した. 

カワラサイコ Potentilla chinensis Ser. 

2n=14 (Fig. 1G)

河原に生える多年生草本で, 本州から九州, 朝鮮, 

中国, モンゴル, アムール, ウスリーに分布する (籾

山, 1982). 岡山県版RDB (2003) では「準危急種」とさ

れている. 染色体数については, Shimotomai (1929) に

よって2n=14が報告されており,  今回の算定と同じ

であった. 

ミツモトソウ Potentilla cryptotaeniae Maxim. 

2n=14 (Fig. 1H)

山地の草地に生える多年生草本で, 北海道から九

州に分布する (籾山, 1982). 岡山県版RDB (2003) では

「準危急種」とされている. 染色体数については, 西

川 (2003a) が北海道産のものについて2n=14を報告し

ており, 今回の算定と同じであった. 

テリハキンバイ Potentilla riparia Murata 

2n=14 (Fig. 1I)

川岸の岩石地や適湿な林縁に生える多年生草本

で, 本州 (近畿地方, 中国地方) , 四国に分布する (籾山, 

1982) とされるが, 近年, 南谷 (2000) は九州の宮崎県か

ら, 池田ほか (2005) は東海地方 (愛知県) から報告して

いる. 岡山県版RDB (2003) では「準危急種」とされて

いる. 染色体数については, 徳島県産, 香川県産のもの

で2n=14 (Iwatsubo and Naruhashi, 1991), 愛知県産のもの

で2n=14 (池田ほか, 2005), また香川県産のもので2n=21 

(Iwatsubo and Naruhashi, 1992) の報告がある. 今回観察

した岡山県産のものは2n=14であった. 

キビノナワシロイチゴ Rubus yoshinoi Koidz. 

2n=14 (Fig. 1J)

落葉低木で, 本州 (福島県, 長野県, 岡山県など), 九

州に分布する (籾山, 1989a). 岡山県では西部の石灰岩

地域 (阿哲地域) に多く生育し, 岡山県版RDB (2003) 

では「留意種」とされている. 染色体数については, 

Naruhashi and Iwatsubo (1993) が2n=14, 21を報告してい

る. キイチゴ属 (Rubus) の染色体基本数はx=7と考えら

れ, 今回観察した2n=14は2倍体と考えられる.

フウロソウ科 Geraniaceae

ビッチュウフウロ Geranium yoshinoi Makino 

2n=28 (Fig. 1K)

山の草地に生える多年生草本で, 本州 (長野県南部, 

東海地方, 近畿地方北部, 中国地方)に分布する (清水, 

1982). 岡山県版RDB (2003) では「留意種」とされて

いる. 染色体数については, 清水 (1971) によって, 愛

知県産と広島県産のもので2n=28が報告されており, 

今回の算定と一致した. 

ブドウ科 Vitaceae

シラガブドウ Vitis amurensis Rupr. var. shiragai 

(Makino) Ohwi 

2n=38 (Fig. 2A)

つる性落葉木本で, 日本では岡山県のみに産し, 種

としては朝鮮, 中国 (アムール), ウスリーに分布する 

(籾山, 1989b). 岡山県では西部の石灰岩地域 (阿哲地域) 

に多く生育する. 岡山県版RDB (2003) では「留意種」, 

全国版RDB (2000)では「絶滅危惧II類」とされている. 

染色体数については, 山根 (1982) によって2n=38が報

告されており, 今回の算定と一致した. 

サクラソウ科 Primulaceae

サクラソウ Primula sieboldii E.Morr. 

2n=24 (Fig. 2B)
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Fig. 2. Somatic chromosomes of endangered plant species in Okayama Prefecture (2). A: Vitis amurensis var. shiragai 
(2n=38). B: Primula sieboldii (2n=24). C: Limonium tetragonum (2n=16). D: Veronica undulata (2n=54).
E: Plantago major var. japonica (2n=12). F: Scabiosa japonica (2n=16). G: Artemisia fukudo (2n=16). H: 
Aster tripolium (2n=40). I: Eupatorium japonicum (2n=40). J: Ixeris chinensis subsp. strigosa (2n=32). K: 
Paraixeris yoshinoi (2n=10). Bar=10μm.
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湿地に生える多年生草本で, 北海道南部, 本州, 九

州, 朝鮮, 中国 (東北部), シベリア東部に分布する (山

崎, 1981a). 岡山県版RDB (2003) では「絶滅危惧種」, 全

国版RDB (2000)では「絶滅危惧II類」とされている. 染

色体数については, Iinuma (1926) が2n=24, 36, Nakajima 

(1931) とBruun (1930, 1932) が2n=24, 小野 (1927) が12個

の三価染色体を報告しているが, これらは栽培され

たものと考えられる.  野生のものとしては, Matsuura 

and Suto (1935) が北海道産のものでn=12, Lee (1967) が

韓国産のもので2n=24, 36, 48を報告している. 今回観

察した材料は2n=24であった. 

イソマツ科 Plumbaginaceae

ハマサジ　Limonium te t ragonum  (Thunb . ) 

A.A.Bullock 

2n=16 (Fig. 2C)

海岸の砂地に生える多年生草本で, 本州, 四国, 九州, 

朝鮮, 中国 (東北部) に分布する (山崎, 1981b). 岡山県

版RDB (2003) では「準危急種」, 全国版RDB (2000)で

は「絶滅危惧II類」とされている. 染色体数につい

ては, Jinno (1956) が愛媛県産のものについて, Statice 

japonica Sieb. としてn=8を報告しており, 体細胞染色

体数としては一致した. 

ゴマノハグサ科 Scrophulariaceae

カワヂシャ Veronica undulata Wall.

2n=54 (Fig. 2D)

川岸, 溝のふちや田に生える越年生草本で, 本州 (中

部地方以西), 四国, 九州, 琉球, 中国, 東南アジア, イン

ドに分布する (山崎, 1981c). 岡山県版RDB (2003) には

掲載されていないが, 全国版RDB (2000)では「準絶滅

危惧種」とされている. 染色体数については, 田中・

野口 (1994) が京都府産, 大阪府産, 兵庫県産のもので

2n=54を報告しており, 今回の算定と一致した. 

オオバコ科 Plantaginaceae

トウオオバコ Plantago major L. var. japonica (Franch. 

et Sav.) Miyabe 

2n=12 (Fig. 2E)

海岸近くの草地に生える多年生草本で, 本州から

九州に分布する (山崎, 1981d). 岡山県版RDB (2003) で

は「準危急種」とされている. 染色体数については, 

神奈川県産のものについて2n=12 (Sinoto, 1925; 藤原, 

1955), 九州産のものについて2n=36 (藤原, 1955)が報

告されている. オオバコ属 (Plantago) の染色体基本

数はx=6と考えられ, 今回観察した2n=12は2倍体であ

ると考えられる. 

マツムシソウ科 Dipsacaceae

マツムシソウ Scabiosa japonica Miq.

2n=16 (Fig. 2F)

マツムシソウは, 山地の草原に生える越年生草本

で, 北海道から九州に分布する (北村, 1981a). 岡山県版

RDB (2003) では「準危急種」とされている. 染色体数

については, 田原 (1915) が神奈川県産の材料でn=8を

報告しており, 体細胞染色体数としては一致した.

キク科 Asteraceae

フクド　Artemisia fukudo Makino 

2n=16 (Fig. 2G)

河口近くに生える草本で, 本州 (近畿地方以西) か

ら九州, 朝鮮に分布する (北村, 1981b). 岡山県版RDB 

(2003) では「危急種」とされている. 染色体数につ

いては, Shimotomai (1946), 下斗米 (1947) が広島県産, 

Masumori (1961) が山口県産, Arano (1963) が三重県産

のものについて2n=16を報告しており, Arano (1958) は

2n=18を報告している. 

ウラギク Aster tripolium L. 

2n=18 (Fig. 2H)

海岸の湿地に生える多年生草本で, 北海道東部, 

本州 (関東地方以西の太平洋側) , 四国, 九州に分布

する (北村, 1981b). 岡山県版RDB (2003) では「準危

急種」, 全国版RDB (2000)では「絶滅危惧II類」とさ

れている. 染色体数については, 田原・下斗米 (1926) 

が宮城県産のもので2n=18を報告しており. 今回の算

定と一致した. 

フジバカマ Eupatorium japonicum Thunb. 

2n=40 (Fig. 2I)

川の堤防などに生える多年生草本で, 本州 (関東地

方以西) から九州, 朝鮮, 中国に分布する (北村, 1981b). 

岡山県版RDB (2003) では「準危急種」, 全国版RDB 

(2000)では「絶滅危惧II類」とされている. 染色体数

については, Huziwara (1956) が兵庫県産のものについ
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て, 渡邊 (1986) が栽培品について2n=40と報告してお

り, 今回の算定と同じであった. 

タカサゴソウ Ixeris chinensis (Thunb.) Nakai subsp. 

strigosa (H.Lév. et Vaniot) Kitam. 

2n=32 (Fig. 2J)

乾いた草原に生える多年生草本で, 本州から九州, 

朝鮮に分布する (北村, 1981b). 岡山県では西部の石灰

岩地域 (阿哲地域) に多く生育し, 岡山県版RDB (2003) 

では「準危急種」, 全国版RDB (2000)では「絶滅危惧

II類」とされている. 染色体数については, 石川 (1921) 

がLactuca chinensis Thunb.の名のもとに2n=32を報告

しており, Pak et al. (1999) が三重県産のものについて

2n=32, 岡山県産, 山口県産, 福岡県産のものについて

2n=24, 32と報告している. ニガナ属 (Ixeris) の染色体

基本数はx=8であると考えられ, 今回観察した2n=32は

4倍体であると考えられる. 

ナガバヤクシソウ Paraixeris yoshinoi (Makino) 

Nakai 

2n=10 (Fig. 2K)

石灰岩の割れ目に生える多年生草本で, 岡山県の

石灰岩地に特産する (北村, 1981b), とされることが

多いが, 広島県東部にも分布することが知られてい

る (広島大学理学部附属宮島自然植物実験所・比婆

科学教育振興会, 1997; 兼子ほか 2002). 岡山県版RDB 

(2003) では「留意種」, 全国版RDB (2000)では「絶滅

危惧IB類」とされている. 染色体数については, Pak 

and Kawano (1990) が岡山県産のものについて2n=10を

報告しており, 今回の算定と同じであった. 

アヤメ科 Iridaceae

エヒメアヤメ Iris rossii Baker 

2n=32 (Fig. 3A)

草原に生える多年生草本で, 本州 (中国地方), 四国, 

九州, 朝鮮, 中国 (中北部, 東北部) に分布する (佐竹, 

1982a). 岡山県版RDB (2003) では「絶滅危惧種」, 全

国版RDB (2000)では「絶滅危惧IB類」とされている. 

日本産のものに関する染色体数の報告は, 栗田 (1940) 

が佐賀県産のものについて2n=32と報告しており, 今

回の算定と同じであった. 

ツユクサ科 Commelinaceae

アオイカズラ Streptolirion lineare Fukuoka et Ku-

rosaki 

2n=10 (Fig. 3B)

山地に生える一年生草本で, 日本 (岡山県, 広島県), 

朝鮮, 中国 (東北部, 北部) に分布する (福岡・黒崎, 

1988; Fukuoka and Kurosaki, 1991). アオイカズラは, ヒ

マラヤから東南アジアに分布するS. volubile Edgew. 

と同一種と考えられていたが, Fukuoka and Kurosaki 

(1991) により, 異なる種であるとされた. 岡山県版RDB 

(2003) では「危急種」とされている.  染色体数につい

ては, Suda and Faden (1980) が広島県産のものについて, 

S. volubile subsp. volubileとして2n=10を報告しており, 

今回の算定と同じであった. 

サトイモ科 Araceae

タカハシテンナンショウ Arisaema nambae Kitam. 

2n=28 (Fig. 3C)

山地の林下に生える多年生草本で, 岡山県に特産す

る (大橋, 1982) とされるが, 広島県東部にも産するこ

とが知られている (広島県版レッドデータブック見直

し検討会編, 2004). 岡山県では西部の石灰岩地域 (阿哲

地域) を中心に分布する. 岡山県版RDB (2003) では「準

危急種」, 全国版RDB (2000)では「絶滅危惧IA類」と

されている. 染色体数については, Watanabe et al. (1998) 

が2n=28と報告しており, 今回の算定と一致した. 

カヤツリグサ科 Cyperaceae

ビッチュウヒカゲスゲ　Carex bitchuensis T.Hoshino 

et H.Ikeda

n=18 (Fig. 3D)

石灰岩上に生育する多年生草本で, 岡山県の石灰

岩地域 (阿哲地域) にのみ分布する (Hoshino and Ikeda, 

2003). 岡山県版RDB (2003) では「危急種」とされて

いる. 染色体数については, Hoshino and Ikeda (2003) が

2n=36と報告している. 今回は花粉の減数分裂第一分

裂中期染色体を観察し, 18個の二価染色体を観察し, 

体細胞染色体数としては同じであった. 

チャボイ　Eleocharis parvula (Roem. et Schult.) 

Link 

2n=10 (Fig. 3E)

海水の出入する塩田などに生える多年生草本で, 
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Fig. 3. Somatic chromosomes (A-C, E-G) and meiotic metaphase I chromosomes (D) for endangered plant spe-
cies in Okayama Prefecture. A: Iris rossii (2n=32). B: Streptolirion lineare (2n=36). C: Arisaema nam-
bae (2n=28). D: Carex bitchuensis (2n=36=18II). E: Eleocharis parvula (2n=10). F: Calanthe discolor 
(2n=40). G: Bulbophyllum inconspicuum (2n=38). Bar=10μm.
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四国, 九州, ヨーロッパ, シベリア, 北アフリカ, 北ア

メリカ, 南アメリカに分布する (大井, 1982) とされて

いるが, 庄子（1990）は, 宮城県にも分布することを

報告している. 全国版RDB（2000）によると, 本州で

は青森県, 宮城県, 岡山県に分布するとされている. 

岡山県内では2ヶ所にのみ知られており (星野・正

木, 2003), 岡山県版RDB (2003) では「危急種」, 全国

版RDB (2000)では「絶滅危惧II類」とされている. 染

色体数は, 日本産のものについては, Yano et al. (2004) 

が宮城県産のもので2n=10を報告しており, 今回の算

定と同じであった. 

ラン科 Orchidaceae

ムギラン Bulbophyllum inconspicuum Maxim. 

2n=38 (Fig. 3F)

着生の多年生草本で, 本州 (関東地方以西) から九

州に分布する (里見, 1982). 岡山県版RDB (2003) では

「危急種」, 全国版RDB (2000)では「絶滅危惧II類」

とされている. 染色体数は, Tanaka (1965) によって, 静

岡県と広島県産のものについて2n=38と報告されてお

り, 今回の算定と同じであった. 

エビネ Calanthe discolor Lindl. 

2n=40 (Fig. 3G)

雑木林の下などに生える多年生草本で, 北海道西南

部から琉球, 朝鮮 (済州島) に分布する (里見, 1982). 岡

山県版RDB (2003) では「危急種」, 全国版RDB (2000)で

は「絶滅危惧II類」とされている. 染色体数について

は, Tanaka et al. (1981) によって, 新潟県, 神奈川県, 広

島県, 香川県, 佐賀県, 鹿児島県産のもので2n=40が報

告されており, 今回の算定と一致した. 

今回, 岡山県産絶滅危惧植物19科30種の染色体数

を明らかにした. ヒメケフシグロとアッケシソウに

ついては, 日本産のものとしては初めての報告であ

ると考えられる. その他の種については, これまでの

報告と異なったものはなかった. しかし, 今回観察し

た種は, 岡山県産絶滅危惧種のうちの約5%に過ぎな

い. 今後他の絶滅危惧種についても染色体の観察を

続けることにより, 新たな知見が見出されるのでは

ないかと考えられる。
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